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ライフサイエンス企業における従業員のレジリエンス向上に向けた取り組み 

2022 年 2 月 8 日 

パンデミック期間において、ライフサイエンス企業の業績は全体的に堅調に推移している。その反面、組織運

営（オペレーション）や人材面で大きな課題を抱えている。本稿では、Aon が有するライフサイエンス分野に

関する豊富なデータと、リスク、ヘルス、人的資本（ヒューマンキャピタル）に関する専門的な知見に基づき、

本業界が将来に向け再構築を進める上での最大の機会について焦点を当てて紹介していく。 

概してライフサイエンス業界にとって、パンデミックによる財務面への影響は他業界に比べて限定的であった

と言える。しかし、業務オペレーション上の中断・混乱や人材・労働力（Workforce）に関する問題により、

業界や各企業はこれから回復、再構築、繁栄の時期に入るにあたり、より強力で回復力のあるビジネスの基礎

を築くことが求められている。 

ライフサイエンス市場における堅実な成長とレジリエンスに関するデータを幾つか参照する。 

 ナスダック・バイオテクノロジー・インデックスは、2020 年に 25％上昇（DJ 工業株平均は 7％） 

 2020 年のライフサイエンス分野の IPO 件数は過去最高で、2019 年から 77％増加 1 

 COVID-19 によって事業に深刻な影響を受け、回復に時間がかかると回答したライフサイエンス企業は、

全企業の 8％に対し、3％のみ 2 

 2020 年末時点で、我々が調査した世界のライフサイエンス企業 410 社 3のうち 62%が通常または積極的

な採用を行っていると回答したのに対し、金融サービス・テクノロジー企業では 43%、製造業では 32%に

留まった 

 
1 https://www.bdo.com/insights/industries/life-sciences/the-biotech-ipo-boom 
2 Aon Global COVID-19 Risk Management and Insurance Survey, conducted in Q4 2020 with more than 500 global respondents 
3 Aon Salary Increase and Turnover Survey ‒ Second Edition, December 2020; based on responses from 410 life sciences firms across 114 countries 

Published: May 2021 
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ライフサイエンス業界企業は、現在の危機から脱却するために、コスト削減効果の高いプロセスの構築など、

新しい働き方に適応できる、よりレジリエンスの高い、俊敏（Agile）なワークフォースの在り方を構築し、新

たなリスクや未知のリスクに積極的に対処することに引き続き注力している。 

ライフサイエンス企業は、その事業の性質上、パンデミックに対する準備が他の組織よりも整っていたと言え

る。Aon のリスクマネジメント調査の結果によると、ライフサイエンス企業の 45％が、今回の COVID-19 パ

ンデミック以前からパンデミック対策を行っていたと回答している。 

 

 

 

 

 

ライフサイエンス企業の Covid-19 による事業上のイン
パクトに関する 2020 年の第 4 四半期の Aon 調査 

 
 インパクトを受けたが回復途上（55%） 
 インパクトを受けたが長期的な影響度は不明（18%） 
 堅調であり殆どインパクトを受けていない（16%） 
 事業は堅調であった（8%） 

Covid-19 以前より、パンデミック発生や健康上の
リスクを Top 10 リスクの一つとして位置づけて
いた業界の割合。ライフサイエンス業界は 26%の
会社が重要なリスクとして位置づけていたことが
分かる。 
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将来に向けた組織運営（オペレーション）力の強化に向けて 

組織がより強く、より回復力のある未来に目を向けるとき、組織は人材と資産の保護に重点を置くことが一般

的である。ライフサイエンス企業にとって、組織運営上の優先事項はコスト管理である。ライフサイエンス企

業が一般的には高い利益率で事業を展開しており、その利益の多くが戦略の中心となる研究開発に投資されて

いることを考えると、コスト管理が重要であるという指摘は意外に感じられるかもしれない。しかし、パンデ

ミック期間中、臨床試験が再優先され、ワクチンの開発、製造、流通、あるいは検査、血漿、個人防護具の提

供など、すべての企業がパンデミック対応に大きな役割を果たして頂いた。 

コスト管理の次には、ライフサイエンス企業はサプライチェーンの見直しに注力している。大規模なライフサ

イエンス企業の多くはパンデミック期間に渡って、研究所の活動を継続できるよう十分な設備を備えていたが、

一部の医薬品は不足が続いている。アウトソーシングに依存している製薬会社にとっては、サプライチェーン

の課題はより顕著になるであろう。 

業界を問わず企業が将来を見据えるとき、経済的な混乱と新たな健康危機が最大のリスク課題となる。しかし

ライフサイエンス業界は他の多くの業界に比べて、この 2 つの問題を軽減する態勢を整えていると言える。 

 

 

  

将来のリスク（10が発生が最も見込まれるリスク）
に関する各社の回答（Aon が 2020 年の第 4 四半
期に実施した調査） 
 
 経済的な混乱 
 健康危機／更なるパンデミック 
 地政学的な緊張関係 
 技術的な混乱・ディスラプション 
 ビジネスモデルの混乱・ディスラプション 
 大規模なサイバー攻撃 
 自然環境の変化 
 テロリズム 
 バイオテロリズム 
 核兵器／化学兵器のインシデント 
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未来を再構築するためのレジリエントなワークフォースの構築 

経営陣／ビジネスリーダーは、従業員の保護に注力する一方で、将来に向けて従業員を再編成し、最適化する

方法を模索している。この取り組みの重要な柱となるのが、従業員のレジリエンスを高めること、即ち変化に

対応できる人材を育成することである。従業員のレジリエンスを高めるためには、従業員のことを中心に考え、

従業員のニーズに沿ったウェルビーイングへのアプローチを採用し、それらを十分にコミュニケーションする

ことが必要となる。 

Aon のヒューマン・キャピタル・ソリューションズのアソシエイト・パートナーである Marinus van Driel は

「ワークフォース・レジリエンスの 3 つの核心は、職場での基本的な心理的安全性、雇用主への強い帰属意識、

そして潜在能力を最大限に発揮するために必要な適応力とモチベーションの 3 つである」と述べている。 

レジリエンスの高い従業員を育成するためには、従業員のウェルビーイングに取り組むことが重要である。

Aon のレポート”The Rising Resilient” では、殆どの雇用主が従業員の身体的・精神的な健康をサポートする

ために何かを提供しているにもかかわらず、レジリエンスが高いと考えられる従業員はわずか 30％に過ぎな

いと Aon のヘルス・ソリューションズの専門家が説明している。実際、パンデミックの際には、従業員のウ

ェルビーイングがより重視され、企業はそのプログラムを改善した。Aon の有する従業員の健康に関するデー

タによると、42％の従業員が心理的安全性を得られず、52％の従業員が帰属意識を感じていない 4。 

ライフサイエンス業界においても、Aon の多くのクライアントが介護や子供のリモート学習など、個人的な事

情を抱える従業員に対して柔軟な対応を行っている。パンデミック後もこれらの企業は柔軟な勤務体系、ハイ

ブリッド勤務モデル、カスタマイズされたウェルビーイング施策などの取り組みを通じ、このような支援を継

続することが可能である。加えて、これらの組織で構築された強固でミッション・クリティカルな文化を維持

することも可能となる。 

ウェルビーイングの取り組みに対応するために、ライフサイエンス企業は個別のタスクフォースを立ち上げる

ケースが多く見られる。64％5の企業が、リモートワークやフレックスタイム制、従業員の DE&I の実現など

に取り組む「未来の働き方・新しい働き方」に関するタスクフォースを設置していると回答している。さらに

10％の企業が今後、タスクフォースの設置を検討している。これは、2020 年 12 月にライフサイエンス企業

176 社を対象にした調査のうち、タスクフォースを設置している企業の半数強から増加している。 

  

 
4 Aon Rising Resilient report at aon.com/risingresilient 
5 Aon HR Pulse Survey #7: Preparing for the Future, conducted in April 2021 with 1,451 global respondents, including 210 life sciences firms 
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未来の働き方 (Future of Work) を実現していくためのタスクは山積している。テクノロジー業界等と比較し

て、どの職務や従業員の誰が永続的なリモートワークやハイブリッドワーキングモデルに適しているかを判断

できているライフサイエンス企業は少数である。例えば、研究開発拠点での仕事はリモートではできないが、

それ以外の多くの仕事はリモートで実施することができる。人事担当者やビジネスリーダーにとって、今後数

ヶ月の間に優先すべきことは、リモートで行うことができる職務を決定すると共に、さらに一歩進んでリモー

トでの職務を成功させるために必要な個人のコアコンピテンシーを評価することである。図 4 のデシジョン

ツリーでは、これらの判断を下す際にリーダーが問うべき質問の種類を詳細に示している。 

 

 

 

  

リモート・ワークフォー
スを採用することによ
る ROI を評価するため
に、右に示す質問に対す
る答えを準備する 

リモート環境構
築によるオフィ
ス賃料の削減余
地はどの程度あ
るか？ 

リモートワーク
環境の整備によ
って人材の獲得
やリテンション
にプラスの効果
があるか？ 

リモートワーク
環境を提供しな
くてはいけない
という法的・公的
な要請や規制は
あるか？ 

リモートワーク
を許容すること
で従来アクセス
できなかった人
材を獲得できる
機会が拡大する
か？ 

トータル・リワー
ドの観点から何
か関連して注意
すべき事項はあ
るか？ 

リワードの観点から、雇用主は 
遠隔地から勤務する場合の給与調
整が正当化されるかどうか判断す
るために右に示す質問に対する答
えを準備する 

従業員の居住地域とオフィス
所在地はどの程度離れている
のか？ 

地理的な給与格差に対する既
存のアプローチはどのような
もので、リモートワーカーを
含むのか、あるいはそのよう
な層は現行の政策の中で対処
する必要があるのか？ 

給与調整をすることがペイ・
エクイティ（報酬の公平性）
にどのようなインパクトを及
ぼすのか？ 
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ネクストステップ 

ライフサイエンス業界企業が今後数年間に渡ってさらに力強い成長を遂げるため、経営陣を始めとする企業の

リーダーは、従業員を含む資産やサプライチェーンの保護から従業員の新しい働き方の確保まで、パンデミッ

クによって露呈した固有のリスクと新しい機会に対処する必要がある。 

本記事で取り上げたトピックの詳細については、以下のリソースをご参照頂きたい。 

 Defining How and Where People Should Work. 

 COVID-19 HR Pulse Survey  

 Reprioritizing Risk and Resilience for a Post-COVID-19 Future. 

 The Rising Resilient 

 Global supply chain diagnostic 
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